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ローレンスにもある。そしてAList　of　Selected　Librariesの欄に図書館名，
所属，所在場所，開館時間，所蔵図書資料を個別に記載している。
　第3図は，このハーバード大学の図書館組織図である。大学図書館（ユニ
バーシティライブラリー）は，カレッジ図書館といくつかのプロフェショナ
ルスクール図書館より構成される。カレッジ図書館はいくつかの図書館を包
摂する。先にみたハーバード大学の成立過程からみて，歴史的にもカレッジ
図書館が中核となるのである。いくつかの構成館のなかワイドナー図書館が
人文社会の最大の研究図書館で，ハーバード大学最大の300万冊を所蔵し，
いくつかの部門図書館をもつ。ここは全学総合目録を具えている。このワイ
ドナー図書館が全学の中央図書館である。
　『The　World　of　Learning』の「sELEcTED　uNlvERslTY　LエBRARIES」にある
ハーバード大学図書館についての記載をみると，図書館にはDirector，すな
わち，館長がおり，ほかにハーバードカレッジライブラリアン（カレッジ図
書館長）がある。そしてさらに，それぞれの図書館にもライブラリアン（図
書館長）がいる。
　個別図書館別では，ワイドナー図書館が約300万冊（田辺宏・荒岡門太郎r世界
の図書館めぐり』1986雄松堂）のほか，法学校（Law　School　Libraryが147万
冊，イェンチェン図書館（Harvard－Yenching　Library）が75万冊，ベーカー図
書館（Baker　Library（Business　School）56万冊，カウントウェイ図書館
（Countway　Library（Medical　School）56万冊が大規模図書館である（rThe
World　of　Learning』前掲）。
　この図のなかのうモント（Larnont），ヒルズ（Hilles），カボット科学
（Cabot　science）の3図書館はundergraduate（学土課程学生）図書館であ
る　（rA　Guide　to　Harvard　University　Library」，前掲『世界の図書館めぐり』）。・
　これらの学校課程学生図書館の開館時儀はつぎのとおりである。ラモント
図書館　月曜日～水曜日：午前8時45分目午前1時，木曜日：午前8時45
分～深夜12時，金曜日：午前8時45分目午後10時，・土曜日：午前8時45分～
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午後5時，日曜日：正午～午前！時。休日も大方開館。ヒルズ図書館　土曜
日も午前8時45分～午前1時であり，このほかはうモンF図書館と同じで，
休日も大方開館。カボット科学図書館月曜日～木曜日：午前9時～深夜12
時，金曜日：午前9時～午後5時，土曜日：午前9時～午後10時，日曜日：
午前10時～深夜12時。
　学生図書館の開館は年中を通じて深夜に及ぶものであり，学生の学習の場
としての役割を十分に果せるようになっている。
　このハーバード大学では，イエンチェソ図書館の客位津（Eugene　Wu）館
長と青木利行（Aoki　Toshiyuki）ライブラリアンが応対して下さった。以下
は青木利行ライブラリアンの訳による呉文園館長の話である。
　このハーバード大学は中央化していないが，それは図書館についてもいえ
る。ユニバーシテnライブラリアン（大学図書館長）はいるが，各図書館は
独自の権限をもつている。ここはカレッジ図書館の一部であるが，一つの単
位としての運営の仕方がある。一般的なガイドラインがあり，どれも従う
が，この一般的なポリシーとガイドラインを守りながらそれぞれに決定して
いく。
　このイエンチェン図書館にはフルタイム・スタッフが32諾いるが，14人は
プロフェショナルで，18人がサポートスタッフである。プP・フェショナル
は，図書館学修士の学位を有している。しかし図書館学修士でないものもい
る。たとえば稀羽書の担当，パブリックサービスの長は図書館学の専門では
ない。ハーバードの学術博士（Ph．　D）をもつ。サポートスタッフは，非専門
的であるが，2，3人図書館学修士をもっている。ポジションがなく，サ
ポートスタッフとなっているとのことである。ほかにも学位所持者がいて，
総じて教育レベルは高い。ここのスタヅフは2～3力国語を身につけてい
る。日本，中国，韓国の大学出身者もいる。
　図書館の集書であるが，図書館が責任をもって図書を集める。一部門一人
責任制であって，青木ライブラリアンは日本部門の責任者である。図書館が
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図書を選択するが，日本の大学との違いは図書館とファカルティ．一のコンタ
クトが緊密であることであろう。
　呉館長は，かなり長期にわたり館長の任にある模様である。ワイドナー図
書館で最もあかるい人ということで紹介いただいたのであるが，このベテラ
ンのライブラリアンの，「集書については，教員のティーチングにとっての
必要性，将来の必要性にもとづき，集書する。後者については，入手できる
ときにしておかないと，将来手に入らなくなる。普通は10～15％の本しか貸
出されていない。いつも使われているわけではないが，必要となるものは入
れておくことが大切だ。」という言葉は，変哲もないことではあるが，図書館
の役割の普遍の真髄を示すものであるように思われた。
3　アニュアル・レポートにみる大学図書館の現状
　（1）アニュアル・レポートの特徴
　入手できた三つの大学のアニュアル・レポートの内容構成は以下のごとく
である。
　ハーバード大学のものは，表紙は『Harvard　University　Library　including
Harvard　College　Library　Annual　Report！992－1993』となっていて，内容構i
成は，館長報告（Report　of　the　Director：Structure　and　Functions　of　the
University　Library，　HOLLIS　and　Reccon　Project，　Harvard　Depository，
Preservation　Office，　University　Archives），人々（People：Appointments，
Departures，　Staff　awards　and　activities），　Publications，　Exhibitionsが続く。
その後に各部局図書館長報告（Reports　of　the　Faculty　Librarians：Harvard
College　Library，　Baker　Library　［Business　School］，　Loeb　Library　［School　of
Design］，　Andover－Harvard　Theological　Library，　Gutman　Library　［School　of
Education　］，　Kennedy　School　of　Goverment　Library，　Harvard　Law　School
Library，　Countway　Library　of　Medicine，　Schlesinger　Library　［Radcliffe
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Collegeコ）がある。そしてその後に贈与と補助金（Gifts　and　grants）がつづ
き，最：後に統計諸表（Statistics）がある。
　マサチューセッツ大学アマースト校のものは，rAnnual　Report　fQr　Fiscal
Year　1993　UNIVERSITY　LIBRARY　University　of　Massachusetts　Amherst』で，文章
報告（NARRATIVE　REPORTS）と表（TABLES），それに附録（APPENDICES）
からなる。文書報告は，まず館長報告（DIRECTOR’S　REPORT）がある。それ
は，Current　Status，　Acquisitions，　Staffing，　Automation，　Conclusionからな
る。その後に，COLLECTION　DEVELOPMENT，　TECHNICAL　SERVICES，　PUBLIC
SERVICES，がそれぞれのヘヅドによって記されている。
　　さらに．表（TABLES：は，　I　Library　acquisitions　budget　in　nominal
dollars…　　，皿　UMA　Libra：ry　Historical　Statistics，皿　Regressions　on
Public．Institutions　in　ARLからなる。附録（APPENDIcES）は，（A）ARL
Membership　Criteria　lndex，　1991－92．　（B）　Acquisitions　Summary；　Sources
and　Uses　of　Funds．　（C）　Acquisitions　Expenditures　by　Category，　1987－1993．
（D）　Numbers　of　Books　and　Serials　Purchased，　1987－1993．　（E）　Statistics　of
the　Collection，　Fiscal　Year　1993，　（F）　Operating　Expenditures，　and　Size　of
Staff．　（G）　Public　Services　Statistics，　1989－1993．　（H）　Reference　and
Interlibary　Loan，　FY93　compared　to　FY92．　（1）　Special　Collections　and
Archives　Department．　（J）　Audio　Visual　Department．　（K）　Government
Docunrients　Department．　（L－1）　Professsional　Activities．　（L－2）　Professsional
Personnel　Actions．　（M－1）　Donors　of　Library　Materials．　（M－2）　Contributors
to　the　Friends　of　Libraryである。
　　ウイリアムズ・カレヅジのものはrWILLIAMS　COLLEGE　LIBRARY
WILLIAMSTOWN，　MASSACHUSETTS　REPORT　OF　THE　COLLEGE　LIBRARIAN
1992／93』となっている。
　館長のレポートは，AT　THE　SERVICE　DESKS，　REFERENCE　SERVICES，
Library　lnstruction，　Services　in　the　Sciences，　Online　Search　Service，　lnter一
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1ibrary　Loan，　The　Federal　Depository，　TECHNICAL　SERVICES，　PRESERVAT－
ION，　NOTEWORTHY　ACQUISITIONS，　THE　COLLEGE’S　BICENTENNIAL，　ACKNOW－
LEDGMENTSからなる。
　その後に，EXHIB工TS，　LIBRARY　STAFF，　LIBRARY　COMMITTEE，　STATISTICS，
DONOR　LIST，　GIFTS　AND　ENDOWMENTSがある。
　いずれも図書館長，あるいは部門の首席が全体あるいはそれぞれの部門の
図書館活動の状況，達成度・問題点などを文章体で記し，それに統計を付す
というものである。財政状況を開示し，図書資料提供者，贈与などについて
個々について記載するなど，支援者を大切にしている。展示などの催しを積
極的に取入れ，その結果を記している。
　ことに注目すべきは，ハーバード大学のPeople，マサチェーセッツ大学ア
マースト校のProfessonal　Activities，　Professional　Personal　Actionで，そこ
では先にアマースト校で記したようなライブラリアンの専門的諸活動や，採
用・退職にあたりライブラリアンとしての実績の紹介などが掲載されている
ことである。ここにもライブラリアンのProfessionalとしての状況が示され
ているのである。
　（2）アニュアル・レポートにみる問題点
　マサチューセッツ大学アマースト校の『Annual　Report　for　Fiscal　Year
1993UNIVERSITY　LIBRARY　University・f・Massachusetts・Amherst』の館長報告（図
書館長Richard　J．　Talbot）をみよう。
　まず，Current　Statusで，つぎのような位置づけをする。
　本学の図書館は，92年度に，加盟する研究図書館協会（ARL：the
Association　of　Research　Library）の108校中90位で，91年度の93位から僅か
に向上した。しかしそれは国の経済の景気後退による学術研究図書館全体の
環境の悪化によるのであり，本学のそれは実際にはより悪くなっている。87
年度の49位から年々低下しているのであり，全般的な経済悪化がなければ92
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年度はもっと下がったであろう。
　ついで，Acquisitionsでは，つぎの検討を行なっている。
　図書館のAcqVisitions　fundsにおいて，92年度に比して93年度は大きな改
善を記録した。それは高等教育調整審議会予算からの購入基金が3倍となっ
たことによる。それにより定期継続刊行物の確保と図書の獲得の急激な増加
が可能となった。しかし，向上はあったものの，将来はもっと悪くなるであ
ろう。ARLにおける同規模の図書館と比肩するには，92年度ぽ購入費は
400万ドル強であるべきなのに，現実は217万ドルに過ぎない。一：方では，仮
想ライブラリー，すなわち印刷体資料ではなく，未来のエレクトロニヅク・
ビジョンに集中すべきだという主張がある。確かに，図書館も時代に合った
動きをすべきであるし，またそうしている。すべての大きい図書館はエレク
トロニック情報メディアを漸次増大している。しかしながら図書館予算の購
入力：量は増加しない。実質額で大規模研究図書館の予算は20年箭と同じで，
しかも最近はわずかずつながら減少している。そのために，図書館は購入に
ついての苦にみちた選択，エレクトロメディアの急増によリ，より苦痛とな
るという選択をしている。
　そもそも，電子情報は，廉価でないばかりか，印刷体形態に，いまのとこ
ろとって代るものではない。電子またはバーチュアル図書館（仮想図書館）
が直接的に予見できる未来に，印刷体図書館にとってかわることはできな
い。本学の図書館が実行できる唯一の実際的な図書館政策は，おおよそ同格
の図書館のレベルの資金を調達することである。図書館は，印刷体の収集を
強調しつづける政策を遂行しなけれぼならない。というのも印刷体が学生や
教員が最も必要とする情報を含んでいるからである。そして利用可能になる
に従って電子情報にアクセスすることにもっとめるなければならない。
　こりことは，困難でまた苦痛にみちた過程であるが，しかしそれは唯一の
効果的なものであろう。最近の研究チームによる研究はつぎのような結論に
到達している。第一に，図書館は収書を維持し強化するために図書と定期刊
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行物の獲得をしつづけなけれぽならない，そして，公刊される資料の領域の
急速な拡大，価格の急速な上昇の二つに直面にもかかわらず収集を強化しな
ければならない。第二に，図書館は電子情報技術の急速な出現と発展にどの
ように対応していくかを決定しなければならない。
　Staffingの節は図書館職員の問題を論じている。
　本館の職員問題は91年度に危機的状況となった。以来，改善されないのみ
でなく，より悪化している。本図書館は200人以上が必要なのに，94年度は
142人である。最近の，今後数年の予算計画はより低いStaffingさえ指し示
している。いまやほかの研究図書館と同じサービスを提供しつづけることは
できない。最も重要なサービスに集中し，他から撤退しなければならない。
選択の余地がないが，しかしそのプロセスは困難でまた錯綜したものであろ
う。スタッフはスペシャリストで構成されているのであり，入れ替わり得る
自動人形ではない。変化は漸次にのみ可能であり，機能の新たな限定づけと
新技術の獲得を要するであろう。反語的であるが，いくつかの伝統的な機能
を縮小しなければならないのみでなく，オートメーションによる節約もス
タッフの欠落という単純な理由から妨げられ引きのばされるであろう。例え
ば，図書館問貸借に使用する新しい検索装置はより多くのスタッフなしでは
フルに利用することはできない。
　Automationではつぎのように記す。
　オートメイションは図書館の今日的状況の中の輝かしいスポットである。
数年のプランと数月の努力のあと，本図書館および連携5大学の図書館は，
最新式の自動方式を設置しようとしている。しかしオートメーション化も予
算の関係で順調には進まない。
　そしてConclusionでつぎのごとく記す。
　いかなる図書館であっても，研究図書館でさえも，際限なしに成長すると
いう目標を設定することはできない。この国の最大の学術研究図書館でさえ
もこの考え方を1970年代に放棄した。本図書館は1971年にはつきりとこの考
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えそのを放棄した。それ以来，この図書館と，すべての学術研究図書館は，
コレクションとサービスのセットをその共同社会に提供するという，実用的
な，操作的な目標を追求している。この種の目標は，ますます強調される電
子形態による情報の供給という環境のもとででも主張されるであろう。過去
が序の口であるとすれば，図書館は親施設の予算の決められた割合を受け取
りつづけるであろう。そして，みずからの予算は実質ドルでは上昇せず，過
去数年よりも下落さえするであろう。そして，その限度内で彼等が獲得した
主題別書架をいっそう減少し，他方，同時に情報を主として電子形態でアク
セスすることを企てなければならない。
　マサチューセッツ大学図書館にとっての独自の問題は，同類の研究図書館
と同じレベルの資金的蓄積がないことである。過去の25年にわたり，この大
学の学術支援会計は，図書館がその一つであるが，FTE（フルタイム登録の
正規）学生ベースの全国平均よりはるかに下であった。それのみではない。
この図書館の資料購入資金は外部会計からキャンパスにくるので，図書館は
それをコントn一ルできず不規則に上下するので，図書館予算を極端に気紛
れなものとしている。それのみか，この外部資金にもかかわらず，総図書館
予算は1980年代半ばの短期間を除いて，同類の図書館のそれの75～80％程度
であり，そしていまやそれと比べてさらに落ちることは明白となっている。
そのような不足は”赤字”をもたらす。そしてそれはどんなに倹約しても，
工夫しても克服することはできないのである。将来の資金の運用が同類の図
書館のそれと同じになるという期待は現実的ではなく，大学図書館の予算が
少なくともつぎの2，3年に10～20％の増加に失敗すれば，この図書館を恒：
久的な並のレベルに落しいれ，アメリカ大学協会のランク入りというキャン
パスの野望を恐らくは危険にさらすであろう。
　ここには，財政難のもとで，公立大学の図書館予算の削減，人員削滅によ
る，図書購入，サービスに大きな後退をもたらしていることが示されてい
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る。前者については，図書館を従来の印刷体資料図書館から，電子図書館・
仮想図書館という非印刷体図書館への転換という将来との関わりで，図書の
購入を消極的にみる考え方について反論を行なっている。そして，相応しい
図書資料をこそ備えつけにければならいという，ライブラリアンの自覚のほ
どが示されているめである。
4　アメリカ大学図書館活動の印象
　アメリカの大学キャンパス，大学図書館の素晴らしさは，よく聞くところ
である。このようなハード面，施設面の素晴らしさはいうまでもないが，こ
こでは図書館のソフト面の関心から訪問した5大学の図書館を通じて感得し
たことをここで整理しておきたい。
　第一は，図書の選択・購入が大きくライブラリアンに依拠していることで
ある。第二は，ライブラリアンの専門職として確立していることである。こ
こに蔵書構成の発展があるのである。第三に，教員の授業展開を支え，クラ
スにおける授業も担当し，そして学生の学習役割を果す努力をしていること
である。第四は，学生の学習に対応する努力をしていることである。深夜に
及ぶ図書館開館などはその好例である。ライブラリアンは研究者のサポー
ターとして，また学生教育に深くかかわるのである。マサチェーセッツ大学
アマースト校のアニュアル・レポートにみるような厳しい現実があるが，総
じてアメリカ大学図書館は以上の限りの観点からみても充実したものとなっ
ている。
　ハーバード大学イエンチェン図書館では，呉文津館長より日本の大学図書
館における収書についての私見を求められた。それには，日本では，ことに
国立大学では図書の選択に図書館員が関与することは小さく，図書の購入は
教員によって行われるが，このような収書の在り方が，ことに図書館員の関
与が小さいことが，収書を不十分なものとし，蔵書構築における大きな欠陥
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をもたらすこと，そしてそれは国立大学は図書館に独自の図書購入費が僅か
しか配分されず，購入はいわゆる研究費によるという予箪のシステムによっ
ている，と述べた。図書館員が図書選択・収書に深くかがわり，図書館員が
専門職としての役割を果すときがくるでしょうか，という私の言葉に対し
て，青木利行ライブラリアンは，「かならずそうなりますよ上とのことで
あったが，アメリカにおけるライブラリアンの今日の在り方も歴史的に実現
できてきたものであることを思えば，それはありえないことではないであろ
う。それにつけても，アメリカにおける歴史的過程には多くの学べきことが
らがあると思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1994年9月30日）
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